
お知らせ

■当資料は販売用資料としてスパークス・アセット・マネジメント株式会社（以下当社）が作成したものであり、金融商品取引法に基づく開示書
類ではありません。当ファンドの取得のお申込を行う場合には、投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので、必ずお受け取りの上詳
細をご確認いただき、ご自身でご判断ください。■当ファンドは値動きのある有価証券に投資しますので、基準価額は変動します。従って、元
本が保証されているものではなく、組入れた有価証券の価格が下落する場合や、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込む
場合もあります。また、これらの運用による損益は全て受益者の皆様に帰属します。■投資信託は預貯金・金融債または保険商品ではなく、
預金保険や保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、証券会社で購入した場合を除き、投資者保護基金の規定に基づく支
払いの対象ではありません。■投資信託の設定・運用は、投資信託委託会社が行います。■当資料に記載の内容は将来の運用結果を保証
もしくは示唆するものではありません。■当資料に含まれている過去の実績の数値および市場動向等についてのコメントは当資料作成時点
のものであり、市場動向や個別銘柄の将来の動きを保証するものではありません。■当資料の正確性や完全性について当社が保証するも
のではありません。また記載内容は予告なく訂正が行われることがあります。■当資料は目的によらず、当社の許可なしに複製・複写をする
ことを禁じます。■当ファンドに関する投資信託説明書（交付目論見書）のご請求、お問合せは販売会社まで。
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Morningstar Award “Fund of the Decade 2013”は過去の情報に基づくもの
であり、将来のパフォーマンスを保証するものではありません。また、モーニ
ングスターが信頼できると判断したデータにより評価しましたが、その正確
性、完全性等について保証するものではありません。著作権等の知的所有
権その他一切の権利はモーニングスター株式会社並びにMorningstar，Inc．
に帰属し、許可なく複製、転載、引用することを禁じます。

当賞は国内追加型株式投資信託を選考対象として独自の定量分析、定
性分析に基づき、各部門別に総合的に優秀であるとモーニングスターが判
断したものです。国内株式型 部門は、2013年12月末において運用期間10
年以上の当該部門に属するファンド348本の中から選考されました。

「Morningstar Award “Fund of the Decade 2013”」において
「国内株式型 部門」を受賞しました。

｢リッパー・ファンド・アワード・ジャパン ２０１６｣は、世界各都市で開催している｢ Lipper Fund Awards ｣プログラムの一環として
行われ、日本において販売登録されている国内および外国籍ファンドを対象に、優れたファンドとその運用会社を選定し、表彰
するものです。選定/評価に際しては、リッパー独自の投資信託評価システム｢リッパー リーダー レーティング システム (リッ
パーリーダーズ、Lipper Leaders)｣の中の｢コンシスタントリターン(収益一貫性)｣を用いています。

スパークス・アセット・マネジメント株式会社が、トムソン・ロイター選定による
「リッパー・ファンド・アワード・ジャパン ２０１６（最優秀運用会社株式部門）」を

３年連続で受賞しました。
株式部門での３年連続受賞は、GDP上位５ヶ国では史上初！！

リッパー・ファンド・アワードの評価の基となるリッパー・リーダーズのファンドに関する情報は、投資信託の売買を推奨するもの
ではありません。リッパー・リーダーズが分析しているのは過去のファンドのパフォーマンスであり、過去のパフォーマンスは将
来の結果を保証するものではないことにご留意ください。評価結果は、リッパーが信頼できると判断した出所からのデータおよ
び情報に基づいていますが、その正確性、完全性等について保証するものではありません。

※当表彰は、スパークス・アセット・マネジメント株式会社が受賞したアワードであり、当ファンドの受賞ではございません。

株式会社格付投資情報センターの選定による
「R&I ファンド大賞2016」の「１０周年特別表彰／国内中小型株式部門」において

「優秀ファンド賞」を受賞しました。

「Ｒ＆Ｉファンド大賞」は、株式会社格付投資情報センター（以下「Ｒ&Ｉ」）が信頼し得ると判
断した過去のデータに基づく参考情報（ただし、その正確性及び完全性につきＲ＆Ｉが保
証するものではありません）の提供を目的としており、特定商品の購入、売却、保有を推
奨、又は将来のパフォーマンスを保証するものではありません。当大賞は、信用格付業
ではなく、金融商品取引業等に関する内閣府令第２９９条第１項第２８号に規定されるそ
の他業務（信用格付業以外の業務であり、かつ、関連業務以外の業務）です。当該業務
に関しては、信用格付行為に不当な影響を及ぼさないための措置が法令上要請されて
います。当大賞に関する著作権等の知的財産権その他一切の権利はＲ＆Ｉに帰属してお
り、無断複製・転載等を禁じます。
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純資産総額(右軸）

分配金再投資基準価額（左軸）

JASDAQ指数（左軸）

基準価額（左軸）

※略称は下記の取引市場を指します。 ※比率は対純資産総額
東1：東証1部、東2：東証2部、ﾏｻﾞｰｽﾞ：東証マザーズ、JQ：JASDAQ

※当ファンドはJASDAQ指数に連動するものではありません。
※基準価額は、信託報酬および実績報酬等控除後です。
※分配金再投資基準価額は、当該ファンドの信託報酬控除後の価額を用い、分配金

を非課税で再投資したものとして計算しております。
※過去の実績は、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。

※2000年10月18日（設定日前営業日）を10,000として指数化
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※基準価額がハードル価格を超えると実績報酬が発生します。
詳しくは「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。

【基準価額・純資産総額の推移】

基準日 平成28年12月30日

※決算期に収益分配があった場合のファンドのパフォーマンスは、分配
金（税金控除前）を再投資することにより算出される収益率です。
従って実際の投資家利回りとは異なります。

基準価額 解約価額 純資産総額

32,691円 32,593円 45.65億円

ハードル価格： 32,554 円
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【資産別構成】

※比率は対純資産総額

【株式業種別構成 上位10業種（％）】

【株式市場別構成】

※比率は対純資産総額

(銘柄総数：45銘柄)【組入有価証券 上位10銘柄】

（億円）

【運用実績】

ファンド JASDAQ

過去1ヵ月間 4.17 2.37 第12期 2012/10/15 0

過去3ヵ月間 16.40 8.21 第13期 2013/10/15 500

過去6ヵ月間 23.74 12.25 第14期 2014/10/15 500

過去1年間 4.88 6.22 第15期 2015/10/15 500

過去3年間 38.06 19.11 第16期 2016/10/17 500

設定来 282.85 82.55 2,950

過去のパフォーマンス(％)

設定来累計

直近の分配実績（円）

※比率は対純資産総額

資産種類 比率(％）
株式 98.2
投資信託証券 0.0
その他株式関連証券 0.0
現金その他 1.8

銘柄 市場 業種 比率(％）

1 日精エー・エス・ビー機械 東1 機械 4.1

2 センコー 東1 陸運業 4.1

3 東洋紡 東1 繊維製品 4.0

4 藤森工業 東1 化学 3.9

5 ジャストシステム 東1 情報・通信業 3.9

6 ＤＴＳ 東1 情報・通信業 3.7

7 ＩＤＯＭ 東1 卸売業 3.6

8 カプコン 東1 情報・通信業 3.4

9 小野建 東1 卸売業 3.4

10 オープンハウス 東1 不動産業 3.3

市場 比率(％）
東証１部 95.2
東証２部 0.5
ジャスダック 1.2
東証マザーズ 1.3
その他市場 0.0
株式組入比率 98.2

■当資料は販売用資料としてスパークス・アセット・マネジメント株式会社（以下当社）が作成したものであり、金融商品取引法に基づく開示書類ではありません。当ファンドの取得
のお申込を行う場合には、投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので、必ずお受け取りの上詳細をご確認いただき、ご自身でご判断ください。■当ファンドは値動きのあ
る有価証券に投資しますので、基準価額は変動します。従って、元本が保証されているものではなく、組入れた有価証券の価格が下落する場合や、基準価額の下落により、損失
を被り、投資元本を割り込む場合もあります。また、これらの運用による損益は全て受益者の皆様に帰属します。■投資信託は預貯金・金融債または保険商品ではなく、預金保険
や保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、証券会社で購入した場合を除き、投資者保護基金の規定に基づく支払いの対象ではありません。■投資信託の設
定・運用は、投資信託委託会社が行います。■当資料に記載の内容は将来の運用結果を保証もしくは示唆するものではありません。■当資料に含まれている過去の実績の数値
および市場動向等についてのコメントは当資料作成時点のものであり、市場動向や個別銘柄の将来の動きを保証するものではありません。■当資料の正確性や完全性について
当社が保証するものではありません。また記載内容は予告なく訂正が行われることがあります。■当資料は目的によらず、当社の許可なしに複製・複写をすることを禁じます。■
当ファンドに関する投資信託説明書（交付目論見書）のご請求、お問合せは販売会社まで。

12月の日本株式市場は、前月トレンドを引き継ぎ堅調に推移いたしました。円安傾向が継続したことも株価を下支えしました。物色の
傾向も前月と同様に、出遅れ割安銘柄が好調で、原油価格上昇に伴いエネルギー関連が買われたほか、金利上昇から銀行株も好調
でした。一方、前月同様内需やディフェンシブ銘柄が軟調でした。この結果、TOPIX（配当込み）は前月末比3.47％の上昇、当ファンド
のベンチマークは2.37％の上昇となりました。

当ファンドのパフォーマンスは前月末比4.17％の上昇となり、ベンチマークを上回りました。原油価格の上昇が好感された富士石油、
PBR（株価純資産倍率）での割安感に改めて注目が集まったアーレスティ、月次売上高の回復が好感されたIDOMなどがプラスに寄与
しました。なお、低調な消費環境や原油価格の上昇が業績下押し要因として懸念されたセンコーの株価下落がマイナスに影響しまし
た。

当月においては、相対的に株価が堅調に推移した銘柄や、中長期の成長性が見劣りすると判断した銘柄等を売却しました。一方で、
足元は円高進行による海外企業との価格競争激化から苦戦しているものの、複数の新商品投入や円安転換から業績再成長の可能
性が高まったと判断した産業機器メーカーなど3銘柄に新規投資を行いました。

12月の日本株は、リスクオンとなった11月の相場動向が継続しました。下旬は短期的な過熱感から伸び悩んだものの、外需株や金
融株など、割安感の大きい銘柄を中心に上昇基調を強めました。

米大統領選に端を発する市場センチメントの変化は一定程度相場に反映されたと考えており、短期的には過度な期待や楽観が織り
込まれている銘柄については注意が必要であると考えています。

一方で、政治面での安定感、国内消費の回復余地の大きさなどで、他の主要国と比較しても日本株には選好される要素が多く、個
別企業に目を向けても企業の実態価値の変化が株価に反映されていない銘柄も多く見られます。当ファンドでは短期的な市場動向に
流されず、引き続き株価が実態価値を大きく下回ると考えられる企業を選別し、投資を行っていく方針です。徹底した個別企業の調査
により、個社要因による業績拡大が期待できる企業を発掘して参ります。
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･ジャパン

愛称: ラ

ット・マネジメント
を行う場合には

い。■当ファンド
有価証券の価格
益は全て受益者

対象ではありませ
設定・運用は、投
資料に含まれてい
の動きを保証す
訂正が行われる
託説明書（交付

て 
メント株式会社

商）第 346 号
会 一般社
商品取引業協会
を行います。

社 
理等を行います

一部解約請求

登録番

者 
関東財務

（金商）第

関東財務

（登金）第

者 
関東財務

（金商）第

者 
関東財務

（金商）第

者 
近畿財務

（金商）第

者 
東海財務

（金商）第

者 
関東財務

（金商）第

関東財務

（登金）第

者 
関東財務

（金商）第

者 
関東財務

（金商）第

者 
関東財務

（金商）第

・マネジメント株

電話番号：03-

 

ン･スモー

ライジン

ト株式会社（以下
は、投資信託説

は値動きのある
格が下落する場
者の皆様に帰
せん。また、証

投資信託委託会
いる過去の実績
るものではあり

ることがあります
目論見書）のご

5 

社  

社団法人日本
会 

す。なお、信託

求の受付、一

番号 日

務局長 

第35号 

務局長 

第653号 

務局長 

第44号 

務局長 

第61号 

務局長 

第20号 

務局長 

第140号 

務局長 

第165号 

務局長 

第54号 

務局長 

2336号

務局長 

第195号 

務局長 

第346号 

株式会社 

-6711-9200（

ール･キャ

ング・サン

下当社）が作成
明書（交付目論
る有価証券に投
場合や、基準価
属します。■投

証券会社で購入
会社が行います
績の数値および
りません。■当資
す。■当資料は
ご請求、お問合

本投資顧問業

託事務の一部

一部解約金・収

本証券業 

協会 

一

金

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

（受付時間：営

ャップ･ファ

サン 

成したものであり
論見書）をお渡し
投資しますので

価額の下落によ
投資信託は預貯

した場合を除き
す。■当資料に記
び市場動向等に
資料の正確性

は目的によらず
せは販売会社

スパークス

協会 日本

部につき日本ト

収益分配金・償

加入

一般社団法人 

金融先物取引

業協会 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

営業日 9：00 ～

ァンド 

り、金融商品取
ししますので、

で、基準価額は
より、損失を被り
貯金・金融債ま
き、投資者保護
記載の内容は将
についてのコメ
や完全性につ
、当社の許可な

社まで。 

ス・アセット・マ

本証券業協会

トラスティ・サー

償還金の支払

入協会 

一般社団法

日本投資顧

業協会 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

～ 17：00） 

取引法に基づく開
必ずお受け取
変動します。従

り、投資元本を
たは保険商品

護基金の規定に
将来の運用結果

メントは当資料作
いて当社が保証
なしに複製・複写

マンスリーレポマンスリーレポ

ネジメント株式

会 

ービス信託銀

払いの取扱等を

法人

顧問

一般社団

第二種金

品取引業

○

○

○

○

○

○

開示書
りの上

従って、
割り込
ではな

に基づく
果を保
作成時
証する
写をす

ポートポート

式会社

銀行株

を行

団法人

金融商

業協会




